
写真１　シカが餌を食べる様子
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図１　管内のシカ捕獲状況

写真２　捕獲状況（治山事業地）

SERIES. 国有林野事業の取組

◆
は
じ
め
に

　
近
年
、
森
林
・
農
地
に
お
い
て
全
国
的

に
シ
カ
の
個
体
数
増
加
や
生
息
域
の
拡
大

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和

2
年
度
に
は
、
全
国
の
森
林
面
積
の
う
ち

約
2
割
で
シ
カ
に
よ
る
枝
葉
、
樹
皮
の
食

害
や
角
と
ぎ
に
よ
る
剥
皮
被
害
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被
害
を
拡
大
さ

せ
な
い
た
め
、
防
護
柵
等
に
よ
る
防
除
に

加
え
、
シ
カ
の
個
体
数
を
減
少
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
職
員
や

委
託
事
業
に
よ
る
捕
獲
の
ほ
か
、
地
元
市

町
村
と
の
協
定
に
基
づ
く
罠
の
貸
出
し
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
方
法
は
、
こ

れ
ま
で
「
け
も
の
道
」
に
「
く
く
り
罠
」

を
設
置
す
る
方
法
が
主
流
で
し
た
が
、
近

年
、
く
く
り
罠
を
使
用
し
た
新
た
な
「
小

林
式
誘
引
捕
獲
（
以
下
、
「
小
林
式
」
と

い
う
。
）
」
の
普
及
に
よ
り
、
捕
獲
実
績

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
（
図
1
）
。

◆
小
林
式
に
つ
い
て

　
従
来
の
く
く
り
罠
は
「
け
も
の
道
」
な

ど
の
シ
カ
の
通
り
道
を
見
極
め
て
設
置
し

て
い
た
た
め
、
捕
獲
成
功
に
は
熟
練
を
要

し
ま
し
た
。
小
林
式
は
、
シ
カ
が
餌
を
食

べ
る
際
に
口
元
近
く
に
前
足
を
置
く
習
性

を
利
用
し
、
く
く
り
罠
と
、
餌
に
よ
る
誘

引
捕
獲
を
組
み
合
わ
せ
た
方
法
で
、
当
局

の
職
員
が
開
発
し
た
も
の
で
す
（
写
真

１
）
。
小
林
式
で
は
餌
に
よ
る
誘
引
を
行

う
た
め
、
車
道
近
く
な
ど
に
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
特
別
な
技
術
が
不
要

で
初
心
者
で
も
高
い
捕
獲
効
率
を
期
待
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
見
回

り
労
力
の
軽
減
（
写
真
２
）
や
、
捕
獲
し

た
シ
カ
の
運
搬
等
が
容
易
と
な
る
な
ど
捕

獲
作
業
の
効
率
化
に
も
寄
与
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
け
も
の
道
」
を
避
け
て
設

置
す
る
、
餌
に
草
食
動
物
用
の
も
の
を
使

う
こ
と
で
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
を
錯
誤

捕
獲
す
る
リ
ス
ク
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

◆
小
林
式
の
設
置
方
法

　
設
置
方
法
は
従
来
の
も
の
と
同
様
に
、

先
ず
地
面
に
穴
を
掘
り
、
く
く
り
罠
本
体

を
設
置
し
ま
す
。
次
に
シ
カ
は
餌
を
食
べ

る
と
き
に
前
足
を
横
に
置
く
こ
と
か
ら
、

罠
の
中
に
足
を
つ
く
よ
う
罠
の
周
囲
に
石

を
並
べ
ま
す
（
写
真
３
）
。
こ
れ
に
よ

り
、
く
く
り
罠
が
作
動
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
捕
獲
で
き
な
い
「
空
は
じ
き
」
も
防
止

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
使
用
す
る
石
は
、
握
り
こ
ぶ
し
程
度
の

大
き
さ
で
、
角
張
っ
た
も
の
が
良
く
、
罠

と
石
の
間
に
隙
間
が
出
来
な
い
よ
う
に
密

着
さ
せ
ま
す
（
注
：
罠
の
バ
ネ
の
上
に
は

石
を
置
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
）
。
ま

た
、
石
が
動
か
な
い
よ
う
、
上
部
が
地
面

か
ら
指
2
本
程
度
の
高
さ
が
出
る
よ
う
石

を
地
面
に
埋
め
込
む
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
最
後
に
罠
を
薄
く
土
で
覆
い
、
石
の

周
囲
に
ド
ー
ナ
ツ
状
に
餌
を
撒
い
た
ら
完

成
で
す（
写
真
４
）
。
餌
は
、
シ
カ
を
選

択
的
に
捕
獲
す
る
た
め
牧
草
を
固
め
た
ヘ

イ
キ
ュ
ー
ブ
を
使
用
し
ま
す
。

◆
捕
獲
や
見
回
り
で
の
工
夫

　
造
林
・
生
産
事
業
や
治
山
・
林
道
工
事

等
の
現
場
へ
の
経
路
沿
い
に
罠
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
通
勤
時
な
ど
に
捕
獲
や
見
回

り
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
見
回
り
時
間
の
短
縮
な
ど
効
率
的
な

シ
カ
捕
獲
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

◆
さ
い
ご
に

　
平
成
25
年
に
環
境
省
と
農
林
水
産
省
が

策
定
し
た
「
抜
本
的
な
鳥
獣
捕
獲
強
化
対

策
」
で
は
、
令
和
5
年
度
ま
で
に
平
成
23

年
度
に
比
べ
シ
カ
の
個
体
数
を
半
減
さ
せ

る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
近
年
、
狩
猟

や
有
害
鳥
獣
駆
除
を
担
う
ハ
ン
タ
ー
が
減

少
し
、
高
齢
化
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
中
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
関
係
者
が
連
携
し
て
、
よ
り
効
率
的

な
方
法
で
捕
獲
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

小
林
式
は
、
そ
の
有
効
な
方
法
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
、
当
局
で
は
、
一
層
の
普
及
を
図
る

た
め
、
今
後
も
講
習
会
な
ど
を
積
極
的
に

実
施
し
（
写
真
５
）
、
鳥
獣
被
害
の
抑
制
に

貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

所 在 地 大阪市北区天満橋1丁目8番75号

区 域 面 積 7,342,428ha うち森林面積 5,092,786ha 国有林野面積 310,995ha

関 係 府 県 14府県（石川県、福井県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県）

近畿中国森林管理局 基礎データ

近畿中国森林管理局 保全課
シカ捕獲対策について
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写真３　罠の周囲に石を密着させ並べる写真４　設置完了の状況

写真５　普及のための講習会（群馬県）

図2　小林式の設置のポイント

小林式の実演動画や設置
方法の詳細については、
当局ウェブサイトをご覧
ください。

シカ捕獲対策についてSE RIES. 国有林野事業の取組
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